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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成22年5月13日(2010.5.13)

【公開番号】特開2007-321177(P2007-321177A)
【公開日】平成19年12月13日(2007.12.13)
【年通号数】公開・登録公報2007-048
【出願番号】特願2006-150084(P2006-150084)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ   7/00     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   5/12     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   5/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  23/50     (2006.01)
   Ｈ０１Ｒ  13/03     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ   7/00    　　　Ｈ
   Ｃ２５Ｄ   5/12    　　　　
   Ｃ２５Ｄ   5/50    　　　　
   Ｈ０１Ｌ  23/50    　　　Ｄ
   Ｈ０１Ｒ  13/03    　　　Ｄ
   Ｃ２２Ｃ  13/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年3月25日(2010.3.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　被覆層が素材側からＮｉまたはＮｉ合金下地めっき層、Ｃｕ－Ｓｎ合金中間めっき層、
表層のＳｎめっき層からなり、１５５℃で１６時間加熱した際にＣｕ－Ｓｎ合金中間めっ
き層厚さが加熱前のＣｕ－Ｓｎ合金中間めっき層厚さの１～１．３倍であることを特徴と
する耐ウィスカー性に優れ、はんだ付け性が良好な銅合金リフローＳｎめっき材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２】
　被覆層が素材側からＮｉまたはＮｉ合金下地めっき層、０．３μｍ以下のＣｕ中間めっ
き層、Ｃｕ－Ｓｎ合金中間めっき層、表層のＳｎめっき層からなり、１５５℃で１６時間
加熱した際にＣｕ－Ｓｎ合金中間めっき層厚さが加熱前のＣｕ－Ｓｎ合金中間めっき層厚
さの１～１．３倍であることを特徴とする耐ウィスカー性に優れ、はんだ付け性が良好な
銅合金リフローＳｎめっき材。
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